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資料５－１



教職員研修制度の見直しの背景

平成１８年 中教審答申
「今後の教員養成、免許制度の在り方」について

平成19年「教師力」向上のための指針
（京都府）

平成１８年 教育基本法改正

① 平成30年「京都府教員等の資質能力
の 向上に関する指標」

研修に対する課題認識と現場の声＋

④ 研修の受講管理システム

② 研修の単位履修制度

③ 研修スタイルの工夫
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１ 教職員研修意欲を喚起する必要性

◆ 教育現場の課題認識や実態に即した研修を通して資質の向上を図りたい

◆ 興味や関心に応じた研修を受講して視野を広げたい

◆ 一律の経年期研修ではなく、キャリアや経験に応じた研修を受講したい

２ 学校現場での人材育成を支援できる研修の在り方

◆ 経験や力量、将来性、分掌に応じた研修を受講させたい

◆ 教職生涯にわたる研修計画が必要

◆ 初任者から管理職までの系統的な研修の在り方の検討が必要

３ 教職員の多忙化への対応

◆ 現場が多忙な中、固定して実施される「経年期研修」の受講が困難

◆ 校内で対象者が複数になると受講が困難

◆ 免許更新講習と中堅期研修やその他の研修との内容の調整が必要

研修に対する課題認識と現場の声
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校種・職種 各観点 キャリアステージ

・義務教育諸学校の指標

・高等学校の指標

・特別支援学校の指標

・養護教諭の指標

・栄養教諭の指標

・校長の指標

・基本的資質能力

・人権

・学習指導

・生徒指導

・マネジメント

・チーム学校

・京都ならではの教育

・ステージ０（着任時・教職経験０年）

・ステージ１（初任期・教職経験１年～６年）

・ステージ２（中堅期・教職経験７年～15年）

・ステージ３（充実期・教職経験16年～24年）

・ステージ４（熟練期・教職経験25年～）

① 京都府教員等の資質能力の向上に関する指標
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校種・職種

各観点

キャリアステージ

校種・職種、観点、キャ
リアステージ毎の、教員
として求められる力

① 京都府教員等の資質能力の向上に関する指標
（資料①②）
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②単位制履修制度のしくみ 資料③

１ 教職生涯で60単位（法定研修含む）を目安とする
研修１回を１単位として認定

２ 総合教育センター以外の研修の単位認定
◆ 教員免許更新講習
◆ 国レベルの研修
◆ 府教委、教育局、市町教委の実施する研修

受講時期 単位数 必修 選択

１年目 20単位 初任者研修 20単位

２～６年目 13単位 ２年目研修 ８単位 ５単位

７～15年目 14単位 中堅期研修 ５単位 ９単位

16年目以降 13単位 13単位

単位数計 60単位 33単位 27単位
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②単位制履修制度のねらいと工夫(1)

１ 受講時期に幅をもたせ、柔軟な履修を可能に

２ 教職員の関心やキャリアステージに応じた選択を可能に
◆ 教職員が受講したい研修を受講しやすく（研修の積み上げの意欲喚起）
◆ 校長（管理職）が教職員に受講させたい研修を受講させやすく

３ 教職員の年齢や経験の多様化への対応
◆ グレード化、シリーズ化
◆ 5つの分類に研修を体系化
◆ 研修を４つの分野に整理

４ 昇任条件とする講座の指定（教職員人事課）
◆ 「求められる管理職の資質・能力」に沿った研修の設定
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分類体系

・基本研修

・専門研修

・指導者養成研修

・中核教員養成研修

・特別研修

分 野

・教科（事務職員は実務）

・領域等

・コミュニケーション能力

・チームマネジメント能力

②単位制履修制度のねらいと工夫(2) 資料④

・基礎・基本

・実践の推進

・実践の発展

グレード
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②単位制履修のモデルプラン

子どもの貧困
対策関連講座
（２単位）

京都式「スクールソーシャルワーカー研修」履修モデルプラン
９単位受講（最短２年間）で受講済証明書発行

＋ ＋

子どもの貧困と学習支援講座（１）

↓

スクールソーシャルワーカー講座（１）

教育相談
（４単位）

教育相談〈初級〉 （１）

↓

教育相談中級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（各１）

特別支援教育
（３単位）

特別支援教育コーディネーター

養成必修講座（２）

↓

特別支援教育コーディネーター

養成選択講座（１）

京都式スクールソーシャルワーカー

養成講座 受講済カード

氏名 ○○ ○○

京都府教育委員会

人権教育講座Ⅰ・Ⅱ

「今を生きる子どもこころ」講座

子どもの力を引き出す教育コーチング講座

教育相談上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 子どもへの理解を深める

各領域の上級講座
さらなる

スキルアップ
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③研修スタイルの工夫と自発的研究の支援
１ Web活用研修
◆ 教職員の多忙化を踏まえ、子どもと向き合う時間の確保と
負担軽減の観点から指定動画コンテンツの視聴とレポート提出
で単位認定

２ ICT活用講座
◆ 動画コンテンツ視聴によるICT活用の実践講座（※）とセンター所員による研修講座の２通りを実施

３ 出前講座（※）
◆ センター所員が要請に応じて学校等を訪問して研修を実施

（学校は出前講座一覧から選択して要請）

４ 京都府若手教員学び合いのコミュニティ育成支援事業（教職員人事課と共催）
◆ 採用３年目以降、特に中堅期（７年～15年）の研修・研究の意欲がその後の意欲につながる
◆ 学校を越えて同じ課題を自発的に研究したい若手グループを支援（費用支援、指導者派遣）

※以外は、単位認定
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④
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④ 資料⑤
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京都府の教職員研修の仕組み（まとめ）

① 資質能力の向上に関する指標

② 単位履修制度

③ 研修スタイルの工夫と

自発的研究の支援

④ 研修の受講管理システム

① 受けたい・受けさせたい研修

② キャリアステージに応じて継続的に

学ぼうとする意欲につながる研修

③ これからの時代に求められる資質

・能力の向上につながる研修

④ 教職員のモチベーションの向上と

人材育成につながる研修
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ありがとうございました。
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